
  

 

 

 

 

 前回は、子どもの成長をリンゴの木に見立てて、子どもの成長に必要なことについてお伝えしました。 

 今回はどのような栄養（関わり）を与えると、リンゴの木の幹が太くなり実をつけていけるか（子どもの成長）

を説明します。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラストに描かれたような日常の何気ない親からの肯定的な関わりは、子どもの“頑張るぞ！”“やってみる

ぞ！”という意欲や気持ちに繋がります。子育てをしながら、肯定的に関わることは簡単ではありませんが、子

どもが成長していくための力になりますので、少し意識して関わってみましょう。 

 

 

※ 伝え方やほめ方のポイントなど、これまでのスマイル子育てだよりは釧路市 HP に掲載しています。 

(http://www.city.kushiro.lg.jp/kosodatekyouiku/kosodate/1005280/1005394/1005403/1007371.html） 
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リンゴの木が育つため（子どもの成長）には、栄養（肯定的な関わり）が必要です！ 

      

 

※ 質問や相談がありましたら、気軽に児童発達支援センター職員に声を 

かけてください。 

 

       
スマイル子育てだより 

バックナンバーはこちら 

          

◇ 地域支援相談担当  44-3555 

◇ 野のはな園     44-1022 

安心感 

愛情 

認める ほめる 

共感する 

一緒に遊ぶ 

大丈夫 
大好き♡ 

頑張っているのね 

 
できたね 

嫌だったね 

絵本見ようか 


